
　１．はじめに

　現在、タイでは年間約１３，０００人が交通事故により

命を落としている。人口１０万人当たりに直すと約２０

人で、日本のほぼ３倍という高い水準となってお

り１） 、交通事故削減に向けて、早急な対策が求めら

れている。

　これに対してタイ政府は、道路交通安全マスター

プランを作成し、それにしたがって事故データベー

スの整備、道路施設の改善、違反者の取締り強化な

ど、さまざまな交通安全対策を講じているが、交通

事故件数ならびに交通事故による死傷者数の減少に

は、必ずしも結びついていない。

　その大きな理由の一つとして、交通安全教育の不

足などを原因とする市民の交通安全意識の低さが挙

げられている。タイでも、近年運転免許取得時に筆

記試験と技術試験が課せられるようになり、この中

で運転者に対する交通安全教育も若干行われるよう

になったが、未だに地方都市では免許取得年齢以前

に二輪車に乗り始める人が多く見られる。当然、こ

れらの運転者は交通ルールや安全運転に対する知識
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　タイでは交通事故による死傷者が急増しており、政府もさまざまな対策を講じているが

十分な成果があがっておらず、社会全体としての交通安全意識の向上が強く求められてい

る。そこで、わが国で交通安全意識の向上に活用されているヒヤリ地図づくりをタイのコ

ミュニティーや学校教育に取り入れることを提案し、その可能性を確認するために多くの

活動を実施した。本稿ではその活動の内容と成果を詳述する。
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を持ち合わせておらず、交通安全意識も高くないと

考えられる。また一部の学校教育やコミュニティー

活動を除けば、市民レベルでの交通安全教育も殆ど

実施されておらず、多くの一般市民も十分な交通安

全意識を持っていないと推察される。

　このため交通安全意識の向上がタイにおいて交通

事故を削減する上で重要となっているが、これを推

進するための効果的なアプローチは見出されていな

い。

　これに対して筆者らは、タイにおいて効果的な交

通安全対策を立案、実施していく第一段階として、

わが国で活用されているヒヤリ地図づくりをタイの

コミュニティーや教育現場で実施し、ヒヤリデータ

を取得して潜在的な交通事故の発生地点や発生理由

を把握すると同時に、市民の交通安全意識の向上を

推進することが可能であると考え、その効果を、実

際のヒヤリ地図づくりの実施を通じて検証してきた。

本稿は、その成果の中で、ヒヤリ地図づくりが市民

の交通安全意識の向上へ果たす役割について分析し

た内容を取りまとめたもので、このような活動を続

けていく上で必要となるコンテンツの開発やそれを

活用するための全体的なシステムの提案を含めて詳

述する。

　２．タイにおける交通安全への取り組みの実態

　２－１　政府による交通安全への取り組み

　政府レベルにおける交通事故問題への対応は、運

輸省、内務省、公衆衛生省、王立警察庁など各関連

政府機関が個別に図ってきたため、総合的な対策の

立案・実施が強く求められてきた。そこで、事故・

災害の防止と被害の軽減に対応するために設置され

た内務省災害軽減局（Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ ｏｆ Ｄｉｓａｓｔｅｒ Ｐｒｅ-

ｖｅｎｔｉｏｎ ａｎｄ Ｍｉｔｉｇａｔｉｏｎ）の下で開催される省庁横断

の全タイ安全戦略会議の中に、運輸省交通政策計画

局を事務局とする交通事故防止委員会が設置され、

交通事故対策に関わる方針の決定、対策案の提案、

関連組織による実施施策の監査および評価などが行

われるようになった。

　２００４年には、運輸省交通政策計画局が、道路交通

安全マスタープランを作成しており、交通安全教育

の実施による交通安全意識の向上の推進を重要な交

通安全対策の一つとして位置づけている。

　２－２　学校教育における交通安全教育への取り

組み

　タイの学校教育において、交通安全教育はカリキ

ュラムとして組み込まれてはいないため、学校毎の

独自の取り組みとして社会科や特別授業などの一部

で行われているのが実態である。

　２００３年には、文部省がアジア開発銀行のプロジェ

クトとして、運輸省の協力の下、「交通安全教育マ

ニュアル」を開発している。このマニュアルは、小

学１年生から中学３年生まで各学年を対象とするテ

キストで、大変充実した内容であり、小中学校に配

布されているようであるが、実際にはほとんど利用

されていない。

　２－３　コミュニティーにおける交通安全への取

り組み

　コミュニティにおける取り組みとして、交通安全

だけを目的とするものはほとんどなく、防災や防犯

の強化など地域の安全を目的とする活動の一環とし

て、交通安全について取り組みがなされている場合

が多い。

　例えば、災害軽減局が、市民防災ボランティア

（Ｃｉｖｉｌ Ｄｅｆｅｎｓｅ Ｖｏｌｕｎｔｅｅｒ：ＣＤＶ）を地区・町会単位

で組織化している。ＣＤＶは、警察や救急隊と連携

して交通事故を含むあらゆる災害の防止、災害発生

時の救助を目的として活動を行っており、タイ全土

で約９４万人がメンバーになっている２） 。この活動で

は、ＣＤＶメンバーや市民に対して安全に対するさ

まざまな啓発活動やトレーニングが行われており、

市民の安全への動機づけ、関連づけに役立っている

が、交通安全を対象とするものは非常に少ない。

　また、タイでは日本の自治会に相当するチュムチ

ョンや村単位でコミュニティー活動が行われており、

地方自治体、病院、警察などがそれぞれ独自にこれ

らの活動を支援している。これらの活動の中には、

市民による「まち歩き」やワークショップを実施し、

交通事故多発地点の選定や改善などを行っている例

もある。例えば、マヒドン大学医学部の子どもの安

全推進と事故防止研究センター（Ｃｈｉｌｄ Ｓａｆｅｔｙ Ｐｒｏ-

ｍｏｔｉｏｎ ａｎｄ Ｉｎｊｕｒｙ Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｅｎｔｅｒ）で

は、ピチット県とバンコク都にある二つのコミュニ

ティーで子どもの安全に関する市民活動を支援して

おり、この中では池や井戸などのさまざまな危険箇

所の改善の一つとして交通危険箇所の改善も行われ

ている。具体的には、危険な交差点などに対し、注

意を促す看板を設置するなどの取り組みや子どもを

対象とする交通安全教室などであるが、これらの活

動はこのコミュニティーに限定したもので、広く普

及するには至っていない。
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　３．タイにおけるヒヤリ地図

　　　づくり活用の提案

　３－１　日本におけるヒヤリ地

図づくり

　交通安全へのヒヤリ地図づくり

の活用は、�国際交通安全学会の

研究プロジェクトの中で、鈴木ら

によって提案され、広く全国に普

及したものである３～５） 。当初は、

高齢者の交通安全意識を啓発する

方法として提案されたが、その後、

高齢者だけではなく、子どもや一

般市民の交通安全意識を向上させ

る上でも効果的なアプローチであ

ると認識され、さまざまな交通安

全教育で広く活用されるようにな

った６） 。

　近年では、千葉県鎌ヶ谷市にお

ける総合的交通安全対策の実施７，８） や全国各地の「あ

んしん歩行エリア」の整備９） に見られるように、交

通安全対策を実施する潜在的交通事故発生地点を、

効率的に抽出する手段として活用される場合も増え

ている。これらは直接にはヒヤリデータの活用を目

的とする取り組みであるが、これらの活動に市民が

参加することで、継続的に交通安全意識を向上させ

ることが可能となると考えられる。

　３－２　タイにおけるヒヤリ地図づくり活用の提案

　前述のとおり、タイでも市民を対象とした安全に

関する活動が行われているが、内容は交通以外の事

柄が中心で、必ずしも市民に交通安全に対する動機

づけをさせる内容となっていない。したがって、交

通安全に関心を持たせ、交通安全意識を向上させる

ことが可能なヒヤリ地図づくりは、大変有効なアプ

ローチであり、これをタイに紹介することは大変意

義がある。さらに、ヒヤリ地図から抽出された潜在

的に危険な地点（ヒヤリ地点）の情報を活用して、市

民が対策の検討・実施まで参加する仕組みを導入で

きれば、交通安全意識を継続的に向上させるよい機

会となると考えられる。

　３－３　タイにおける展開の考え方

　タイにおけるヒヤリ地図づくりの展開の考え方を

Fig.1に示す。ヒヤリ地図づくりは日本における展

開１０） を参考に、２段階のワークショップを通じて

行うこととする。第１段階のワークショップは自治

会役員等の地元リーダー、警察官、地元自治体職員、

教員等を対象とするもので、本稿ではリーダーワー

クショップ（以下、リーダーＷＳ）と呼ぶこととす

る＊１。リーダーＷＳは主に参加者にヒヤリ地図づく

りのコンセプトや地図の作成方法などを理解しても

らうもので、コミュニティーにおいてヒヤリ地図づ

くりを行うモデレーターを発掘するために実施する。

第２段階のワークショップは、市民の交通安全意識

の向上やヒヤリ地点の抽出を目的に、コミュニティ

ーを対象にヒヤリ地図づくりを実施するワークショ

ップで、本稿ではコミュニティーワークショップ（以

下、コミュニティーＷＳ）と呼ぶこととする＊１。地図

づくりと同時にアンケートを実施し、ヒヤリ体験の

詳細な内容の把握も行う。なおコミュニティーＷＳ

ではリーダーＷＳの参加者にモデレーターを務めて

もらう。

　さらに、Fig.1に示すとおり、各ワークショップ

で得られたヒヤリ地点の情報を直接、あるいはデー

タベース化して専門家により分析した結果をコミュ

ニティーへフィードバックし、その結果を活用して

地元住民も参加した対策案の検討、実行、評価を行

うことで、参加者の、交通安全の意識を継続的に向
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　＊１　鈴木春男らの研究では、本稿リーダーＷＳに相当するも
のを「模擬実験」や「ヒヤリ地図作成の説明会」、コミ
ュニティーＷＳに相当するものを「ヒヤリ地図づくり」
と呼んでいる。
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Fig. 1　ヒヤリ地図づくりの展開の整理



上させる取り組みとする。

　本研究では、このようなヒヤリ地図づくりを活用

した取り組みが最終的にはタイ全土で市民によって

自主的に展開されていくために、タイの複数の都市

で実際にワークショップを開くことにした。また、

このような活動をコミュニティーだけではなく、教

育現場で活用する可能性を検証することとした。

　４．ワークショップの開催

　これまでに、計９回のワークショップをタイのウ

ドンタニ、コンケン、サマットプラカンの３地域に

おいて開催した。コミュニティーＷＳの準備、当日、

事後の流れを Fig.2に、地域展開の具体的イメージ

をFig.3 に、これまでに開催したワークショップの

概要をTable 1に示す（Fig.4、5参照）。

　まず第１段階のリーダーＷＳは、ウドンタニ、サ

マットプラカンにて各１回ずつ開催した。各ワーク

ショップには、地元リーダーの他に、中央政府関係

機関職員や二輪車メーカー社員、交通ラジオセンタ

ー職員などにオブザーバーとして参加してもらい、

広くヒヤリ地図づくりの活動を理解してもらった。

なお、コンケンの場合は、ウドンタニでのリーダー

ＷＳへの参加経験者が複数いたことやコミュニティ

ー活動が盛んであったことからリーダーＷＳを実施

していない。

　第２段階のコミュニティーＷＳは、ウドンタニで

はコミュニティーで２回、コンケンではコミュニテ

ィーで２回とコンケン大学キャンパスで２回の計４

回開催した。

　ウドンタニの２回のコミュニティーＷＳでは、リ

ーダーＷＳの参加者の中でこの活動に強く関心を示

した高校教諭、地元警察官、市役所の職員の３名が

開催準備や当日の運営あるいはワークショップにお

けるモデレーターなどを担当した。いずれの地区で

もコミュニティーの場合、多くの参加者が普段から

ある程度コミュニティー活動を経験しており、比較

的積極的に発言していたが、“ヒヤリ”あるいは“ヒ

ヤリハット”の意味を理解することや地図を使って

作業することには不慣れであったため、途中から

“ヒヤリ”や地図作成方法を説明するプレゼンテーシ

ョンシートやリーフレットを作成し、理解を促すの

に活用した。
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Ｗ
Ｓ
当
日
 

地元リーダーによる自発的な活動発起 
地元リーダーへの活動呼びかけ 

ワークショップ開催計画の立案、打ち合わせ 

住民への参加呼びかけ、地図・用具の準備 

会場セッティング 

ワークショップ開催目的の説明 

参加者の自己紹介 

プレゼンテーションシート、リーフレットを用いた 
ヒヤリハットの概念、地図作成方法の説明 

A3サイズの地図を各参加者へ配布 
地図上のヒヤリ地点へシールを貼付（Fig.4） 

（自動車運転者、二輪車運転者、歩行者の立場別） 

立場別にA0サイズの地図へ 
同じようにシールを貼る 

ヒヤリ地図の完成（Fig.5） 

ヒヤリ地図を参加者の前に貼りだす 
参加者に前に出てもらい、自らのヒヤリ体験の説明を 

してもらい、危険情報の共有化をはかる 

アンケートによるヒヤリ体験の詳細把握 

ヒヤリ地点を訪れ、危険状況の確認（Fig.6） 

ヒヤリ地図を集会所などへ張り出し 
ワークショップ参加者以外へも情報を共有化 

コミュニティーでのヒヤリ地点の改善案の検討、改善策 
の実行など交通安全活動の継続 

Fig. 2　ワークショップの流れ

リーダーＷＳ 

コミュニティーＷＳ 

コミュニティーＷＳ 

ＩＡＴＳＳ 
プロジェクトチーム 
リーダー 

地元リーダー 
モデレーター 

地元 
リーダー 

地元 
参加者 

Fig. 3　地域展開のイメージ
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Table 1　ワークショップ概要

特質点ヒヤリ
地点数

指摘
ヒヤリ数

モデレー
ター

対象レベル・
参加者開催日・会場対象地域

（面積）

・ヒヤリ地図づくり翌日に現地
踏査
・現地踏査翌日に参加者へ改善
案の提案、意見交換

Ｃ：　６５Ｃ：１２１

ＦＴ， ＰＫ

地元リーダー
警察官
市役所職員
計１５名

２００５．８．２４～２５
チャルンシー
ホテル
（市中心部）

ウドンタニ市全域
（約９５ｋｍ２）リ

ー
ダ
ー
Ｗ
Ｓ

Ｂ：　６６Ｂ：１０１

Ｗ：　６７Ｗ：　８６

１２７３０８

Ｃ：　９２Ｃ：１６１

ＦＴ

地元リーダー
レスキュー隊員
警察官
計２９名

２００６．３．２
ＨＯＮＤＡ Ｓａｆｅｔｙ 
Ｒｉｄｉｎｇ Ｃｅｎｔｅｒ

サムットプラカン県
西部全域
（約３５ｋｍ２）

Ｂ：　８８Ｂ：１４１

Ｗ：　８６Ｗ：１３６

１８６４３８

・リーダーＷＳに参加したアソウ
ィン先生（ＡＨ）がモデレータ
ーに

Ｃ：　６７Ｃ：１２０

ＡＨ，　ＦＴ高校周辺の住民
計１７名

２００６．２．２５
ピタヤヌクン
高校講堂

ウドンタニ市
ピタヤヌクン高校周辺
（約５ｋｍ２）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｗ
Ｓ

Ｂ：　７５Ｂ：１４３

Ｗ：　４９Ｗ：　７３

１０６３３６

・リーダーＷＳに参加したアピチ
ャー氏（ＡＣ）、スナン氏（ＳＣ）
がモデレーターに

Ｃ：　１６Ｃ：　６３

ＡＣ， ＳＣ，
ＦＴ

地区住民
計１４名

２００６．８．９
ノンブア地区
集会所

ウドンタニ市
ノンブア地区
（約７．５ｋｍ２）

Ｂ：　１９Ｂ：　４８

Ｗ：　１２Ｗ：　５２

２９１６３

Ｃ：　１９Ｃ：１１０

ＦＴ地区住民
計１６名

２００６．９．６
地区集会所

カンケーハ地区
（コンケン市域）
（約２ｋｍ２）

Ｂ：　２１Ｂ：１１４

Ｗ：　２１Ｗ：　９４

３６３１８

・地図作成方法の説明にプレゼ
ンテーションとリーフレット
を使用

Ｃ：　３３Ｃ：１５６

ＦＴ地区住民
計２３名

２００６．１１．２７
地区集会所

カンケーハ地区
（ムンカオ郡域）
（約０．５ｋｍ２）

Ｂ：　３６Ｂ：１５７

Ｗ：　４５Ｗ：１８６

５８４９９

Ｃ：　４５Ｃ：１４４

ＦＴ， ＰＫ
大学生１８名
校内警備員１１名
計２９名

２００６．９．５
コンケン大学
会議室

コンケン大学構内
（約１０ｋｍ２）

Ｂ：　５３Ｂ：２３８

Ｗ：　２５Ｗ：　６４

７２４４６

Ｃ：　６９Ｃ：２９５

ＦＴ， ＰＫ大学生
計３６名

２００６．１１．２８
コンケン大学
会議室

コンケン大学構内
（約１０ｋｍ２）

Ｂ：　８１Ｂ：３６３

Ｗ：　６２Ｗ：１６０

１２４８１８

・ＷＳ終了後には中学校を訪問し、
校長との意見交換を行った

Ｃ：　７０Ｃ：１１３

ＦＴ地元中学生
計３０名

２００６．８．１１
ＨＯＮＤＡ Ｓａｆｅｔｙ 
Ｒｉｄｉｎｇ Ｃｅｎｔｅｒ

サマットプラカン県
参加中学校周辺
（約２０ｋｍ２）

学
校
教
育

Ｂ：　９８Ｂ：１８５

Ｗ：　６７Ｗ：１３６

１９２４３４

注）ＦＴ：福田トウェンチャイ、ＰＫ：Ｐｏｎｇｒｉｄ Ｋｌｕｎｇｂｏｏｎｋｒｏｎｇ（コンケン大学）、ＡＨ：Ａｓｗｉｎ Ｈａｎｃｈａｎａｗｏｎｇ（高校教諭）、
　　ＡＣ：Ａｐｈｉｃｈａｔ Ｃｈａｒｎｊｉｒａｗａｔｔａｎａ（市役所職員）、Ｃ：自動車運転者、Ｂ：二輪車運転者、Ｗ：歩行者。

Fig. 4　ヒヤリ地図の作成 Fig. 5　完成したヒヤリ地図



　一方、大学での場合、参加者である学生の多くが

キャンパス内の寮に住んでおり、キャンパスが生活

の場であることと、実際にキャンパス内で交通事故

が多いことがあり、参加者の関心が非常に高く、積

極的にワークショップに取り組んでいた。

　また、コミュニティーでのワークショップと並行

して、教育現場への展開としてサマットプラカンの

二つの中学校の生徒を対象にワークショップを行っ

た。オブザーバーとして参加した教員も含めてこの

ワークショップの開催に高い関心を示していた。

　５．ヒヤリ地図づくりの評価　

　５－１　ヒヤリ地図づくりの実施可能性

　今回実施したコミュニティーＷＳを交通安全意識

の向上の観点から評価し、今後の改善点を把握する

ために、カンケーハ地区コンケン市域（Table 2 内で

はコンケン）とカンケーハ地区ムンカオ郡域（同じく

ムンカオ）でワークショップ参加者（前者１６人、後

者１８人）を対象に、事後アンケートを実施した。ア

ンケートはワークショップの運営方法やヒヤリ地図

づくりの交通安全意識向上への効果、今後の自主的

なワークショップの運営の可能性などについて「は

い」「いいえ」「どちらでもない」から選択する択

一式の設問と自由記述から構成した。

　Table 2 に示すとおり、両ワークショップの参加

者ともに全員が「積極的に参加できた」と回答して

おり、また、ほとんどの参加者が「緊張しなかった」

と回答している。この点に関しては、Table 3に示

すとおり、「他の活動と比べて簡単にできると思う」

と回答している参加者の割合が、それぞれ４３．８％、

６６．７％となっていることから、積極的には参加でき

たが、他のコミュニティー活動と比べると少し難し

く感じた参加者がいたようである。

　地図づくりに関しては、ワークショップの最初の

段階で地点が探せない参加者も見受けられたが、回

答ではほとんどの参加者が「配布された地図を理解

できた」としている。しかし、Table 2 で「地図づく

りが難しかった」かとの設問には、それぞれ１２．５％、

４４．４％が「はい」と回答しており、実際には、地図

を理解・作成することが難しいと感じた参加者が多

かったと考えられる。

　交通安全意識の向上に関する質問では、全ての回

答者が「交通安全についてこれまで以上に考えるよ

うになった」と答えるなど、どの質問に対しても肯

定的な回答を得た。しかし、Table 3 で「他の活動と

比べて安全に関する活動は重要であると思う」と回

答している割合は、それぞれ３１．３％、６６．７％で、必

ずしも交通安全が緊急の課題とは認識されていない

可能性がある。

　Tabel 4に示した今後自主的にワークショップを

開催するときに負担となるものについての回答結果

国際交通安全学会誌　Ｖｏｌ．３２，Ｎｏ．４ 平成１９年１２月（　　）２８

福田トウェンチャイ、福田　敦、岡村　誠２９６

％Table 2　ワークショップに関する質問

計ムンカオコンケン回答質問内容
１００．０１００．０１００．０はいＷＳに

積極的に
参加できた

０．００．００．０どちらでもない
０．００．００．０いいえ
２９．４４４．４１２．５はい

地図づくりが
難しかった ５．９１１．１０．０どちらでもない

６４．７４４．４８７．５いいえ
５．９１１．１０．０はい

緊張した ２．９５．６０．０どちらでもない
９１．２８３．３１００．０いいえ
１１．８１１．１１２．５はい

アンケートが
難しかった ２．９５．６０．０どちらでもない

８５．３８３．３８７．５いいえ
９４．１１００．０８７．５はい

配布された
地図を
理解できた

０．００．００．０どちらでもない
２．９０．０６．３いいえ
２．９０．０６．３未回答
５．９１１．１０．０はい

ＷＳの時間は
長かった ８．８１６．７０．０どちらでもない

８５．３７２．２１００．０いいえ
注）ＷＳ：ワークショップ。

％Table 3　他の活動との比較

計ムンカオコンケン回答質問内容
５５．９６６．７４３．８はいヒヤリ地図づくりは

他の活動と比べて簡
単にできると思う

２６．５１６．７３７．５どちらでもない
１７．６１６．７１８．８いいえ
３５．３３３．３３７．５はいヒヤリ地図づくりは

他の活動と比べてお
金がかかると思う

４７．１４４．４５０．０どちらでもない
１７．６２２．２１２．５いいえ
５０．０６６．７３１．３はい

他の活動と比べて交
通安全に関する活動
は重要であると思う

３５．３２７．８４３．８どちらでもない
１１．８５．６１８．８いいえ
２．９０．０６．３未回答

注）他の活動とは、蚊の撲滅活動などを指す。

％Table 4　自主的な運営で負担となるもの

計ムンカオコンケン

２．９５．６０．０会場

５２．９３８．９９８．８モデレーター

７０．６６６．７７５．０費用

１１．８２２．２０．０道具（鉛筆・シール）の準備

２０．６２７．８１２．５地図の用意

４７．１７２．２１８．８住民の参加

１７．６１６．７１８．８目的の説明

５８．５４４．４７５．０地図作成方法の説明



では、「金銭的負担」を約７０％の人が挙げており、

この結果は他のコミュニティー活動との比較にも現

れている。この結果には、プロジェクターやビデオ

などの機材を使ったことが影響していると考えられ

る。また、次に「地図作成方法の説明」（５８．８％）、

「モデレーター」（５２．９％）が挙げられており、モデレ

ーターの発掘や、参加者に地図作成方法を説明する

ための適切なマニュアルなどの準備が必要であると

考えられる。また、「住民の参加」に対してはコン

ケンカンケーハ地区では１８．８％であるが、ムンカオ

カンケーハ地区では７２．２％の人が挙げており、大き

な差が出た。前者は後者と比べ日常的にコミュニテ

ィー活動が活発に行われているためだと考えられ、

普段のコミュニティー活動の有無も自主的なワーク

ショップの運営に大きな影響を与えると言える。

　５－２　ヒヤリデータの活用による交通安全意識

の向上

　ワークショップを通じて得られたヒヤリデータを

活用することで、さらに交通安全意識を向上させる

ことが可能となる。

　一つは、わが国でも実施されているように交通安

全対策を市民にも参加してもらい検討、実施してい

くことである。筆者らが実施したコミュニティーＷ

Ｓでは、ヒヤリ地図づくり後に、指摘が多かったヒ

ヤリ地点を中心に、行政担当者、警察関係者にも同

行してもらい、Fig.6に示すような「まち歩き」を行

っている。Fig.1のヒヤリ地図づくりの展開の整理

に示したとおり、この段階で、参加者自身が問題点

や改善策を提案することでヒヤリの掘り下げを行う

ことが可能で、交通安全意識がより高まる効果を持

つと考えられる。改善の具体的な取り組みについて

は、今後進めていく予定であり、このような活動が

交通安全意識の向上に寄与していくかについても、

今後検証していく。

　もう一つの活用方法として、得られたヒヤリデー

タを教材やプログラムに取り入れることで、交通安

全教育や安全運転講習をより充実したものにしてい

くことが挙げられる。筆者らの場合、コミュニティ

ーＷＳで収集したヒヤリ体験の内容を集計し、その

中からオートバイが関係するデータだけを抜き出し

てオートバイ運転中のヒヤリハットの特徴を分析し、

これを安全運転講習のために開発された簡易型二輪

車ドライビングシミュレータにおいて危険事象を発

生させるシナリオの選定に活用した１１） 。Table 5に

集計結果の一例を、Fig.7にドライビングシミュレ

ータ用いた実験の様子を示す。また、ヒヤリデータ

はＧＩＳを利用したデータベース（Fig.8）＊２へ蓄積し

Ｄｅｃ.，２００７ＩＡＴＳＳ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｖｏｌ．３２，Ｎｏ．４ （　　）２９
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Fig. 6　まち歩きの様子

　＊２　ＧＩＳを利用したデータベースは研究メンバーの佐野充先
生、協力者の田中絵里子さんらが開発したもので、その
内容については別途報告する。

％Table 5　地点別のヒヤリ発生時車両挙動

合計歩行者単独左折右折直進相手
オートバイ

５９．７１．５３．０１０．４２３．９２０．９直進

Ｔ 字 路
３１．３０．００．０３．０９．０１９．４右折
９．００．００．００．００．０９．０左折

１００．０１．５３．０１３．４３２．８４９．３合計
５３．３６．７０．００．０１０．０３６．７直進

十 字 路
３３．３０．００．０３．３０．０３０．０右折
１３．３０．００．００．００．０１３．３左折
１００．０６．７０．０３．３１０．０８０．０合計
８３．３２９．２－－４．２４１．７直進

直線道路
８．３０．０－－０．０８．３逆走
８．３４．２－－０．０４．２右折

１００．０３３．３－－４．２５４．２合計

Fig. 7　ドライビングシミュレータを用いた実験の様子

Fig. 8　ＧＩＳを利用したデータベース



ており、他の交通安全教育にも容易に活用できるよ

うになっている。

　６．おわりに

　本稿では、市民の交通安全意識向上の観点から、

筆者らがタイのコミュニティーおよび学校教育にお

いて行ってきたヒヤリ地図づくりが果たす役割を分

析した結果を、いくつかの提案と併せて詳述した。

その結果、現地で行ったワークショップおよび事後

アンケートから、ヒヤリ地図づくりが市民の交通安

全意識の向上に有用であることを確認することがで

きた。

　しかし、他のコミュニティー活動に比べ交通安全

を対象とした活動が必ずしも重要であるとは認識さ

れていないことも明らかとなった。そのため継続的

な交通安全意識の向上の取り組みを広く実施してい

く必要がある。Fig.1に示したとおり、対策案の検

討、実行、評価の段階にまで活動を広げる必要があ

り、またそのような活動が市民の交通安全意識の向

上に与える効果を検証していく必要がある。

　ワークショップ自体の運営についても、参加者が

地図の理解に困難を示していた点や自主的な運営を

想定したときにモデレーターや運営費を負担に考え

ている点など、課題が明らかになったため、運営方

法を改善する必要がある。

　なお、本稿における内容はＩＡＴＳＳ研究プロジェ

クトＨ７４９「タイにおける交通安全施策への支援」お

よびＨ８５７「タイにおける交通安全施策推進のため

の支援方策の検討」で実施した研究成果のうち、交

通安全意識の向上に関連する内容を取りまとめたも

のである。また、ヒヤリデータの二輪ドライビング

シミュレータへの活用についてはＩＡＴＳＳ研究プロ

ジェクトＨ８５２Ａ「交通安全教育の手法と評価法の研

究」（ＰＬ：関根太郎）の研究成果によるものである。

研究を取りまとめるにあたってご協力頂いた各プロ

ジェクトのメンバー、ＩＡＴＳＳ事務局員、協力者の

方々に謝意を表す。
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